
広報

かみとんだ

○ 財政事情の公表
○ 年末 粗大ごみ 直接搬入受け入れ
○ 会計年度任用職員登録制度
○ 介護保険障害者控除対象者認定
○ 町税の納付は便利な口座振替
○ 就職交流フェスタ -ご案内 - 
○ 岡老人クラブ社会参加活動受賞
○ 口熊野マラソン物産店舗募集
○ ジェネリック医薬品使用推奨
○ 人権推進映画 -ご案内 -

○ 財政事情の公表
○ 年末 粗大ごみ 直接搬入受け入れ
○ 会計年度任用職員登録制度
○ 介護保険障害者控除対象者認定
○ 町税の納付は便利な口座振替
○ 就職交流フェスタ -ご案内 - 
○ 岡老人クラブ社会参加活動受賞
○ 口熊野マラソン物産店舗募集
○ ジェネリック医薬品使用推奨
○ 人権推進映画 -ご案内 -

主な内容主な内容

＜紙面は次の省略記号を使用＞＜紙面は次の省略記号を使用＞

撮影場所：興禅寺下「アサギマダラの丘」（市ノ瀬）

説明：だるま寺にアサギマダラが飛来！

撮影場所：興禅寺下「アサギマダラの丘」（市ノ瀬）

説明：だるま寺にアサギマダラが飛来！

…展示名…展示名展 …イベント名…イベント名イ

…期日・時間…期日・時間時 …場所・会場…場所・会場場

…対象・参加資格…対象・参加資格対 …定員（先着）…定員（先着）定 …料金・費用…料金・費用費 …申し込み・応募方法…申し込み・応募方法申

…締め切り…締め切り〆…問い合わせ…問い合わせ問

…内容…内容内

…集合…集合集

…持ち物…持ち物持

…休館日…休館日休

…電話…電話☎ …メールアドレス…メールアドレス
…電話相談・面接相談…電話相談・面接相談相…注意事項…注意事項

※

…QRコード…QRコードＱ

…曜日表記は○記号…曜日表記は○記号金

…WEBサイトを検索…WEBサイトを検索

2023年

12月号
No.670



歳出総額
7,537,315
（単位：千円）

歳出総額
7,537,315
（単位：千円）

歳入総額
7,735,640
（単位：千円）

令和４年度一般会計決算の概要

＜歳入決算（入ったお金）の内訳＞

＜歳出決算（使ったお金）の内訳＞

議会費
84,150（1.1％）
商工費
294,753（3.9％）
災害復旧費
34,453（0.5％）

自主財源
37.7％

依存財源
62.3％

地方交付税　2,293,276 (29.6％)

“目的別内訳（何のためにお金を使ったかの内訳です）”

“性質別内訳（どんなことにお金を使ったかの内訳です）”

県支出金　527,665 (6.8％)

町債 219,956 (2.8％)

町民の皆さんが国に納めた税金の一部などです。

町税　1,790,246 (23.1％)
町民の皆さんから上富田町に納めていただいた税金です。

銀行などからの借金です。

町が行う特定の事業に対して、
県が負担・補助したお金です。

国庫支出金　1,262,078 (16.3％)
町が行う特定の事業に対して、
国が負担・補助したお金です。

使用料及び手数料　117,467 （1.5％）
町の施設を利用したときや、
証明書を発行したときにいただくものです。

総務費　1,246,717 (16.5％)
庁舎管理、町税の賦課徴収、
戸籍の管理、選挙などにかかる経費です。

人件費　1,114,328 (14.8％)
職員の給与や、議員の報酬などにかかる経費です。

繰出金　949,744 (12.6％)
他の会計に支払う経費です。

普通建設事業費　578,324 (7.7％)
道路や建物などの工事にかかる経費です。

物件費　　1,337,569 (17.7％)
消耗品や印刷代、光熱水費などの経費です。

補助費等　1,449,938 (19.2％)
特別定額給付金のほか、
団体への助成金や負担金などの経費です。

扶助費　984,329 (13.1％)
子どもや高齢者、障がい者などを
支援するための経費です。

公債費　668,831 (8.9％)　　　　　　　　　　
借金の返済金です。

公債費　668,831 （8.9％)
借金の返済金です。

教育費　947,988 (12.6％)
学校教育や社会教育などに
かかる経費です。

消防費　197,548 (2.6％)
消防や防災対策などにかかる経費です。

土木費　507,531 (6.7％)
道路、公園、河川などの整備や、
維持管理にかかる経費です。

民生費　2,477,157 (32.9％)
児童や高齢者、障がい者など
社会保障にかかる経費です。

衛生費　808,955 (10.7％)
予防接種や検診などの医療、
ごみやし尿の収集処理にかかる経費です。

農林水産業費　269,232 (3.6％)
農業の振興・山林の管理などにかかる経費です。

繰越金　161,236（2.1％）
　前年度の決算で余ったお金です。

分担金及び負担金
財産収入
寄付金
繰入金
諸収入

自主財源とは・・・町が自主的に集めるお金
依存財源とは・・・国・県などから入ってくるお金

※ 単位：千円　（　）は構成比

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
自動車取得税交付金

73,779（1.0％）
906（0.0％）

12,989（0.2％）
9,290（0.1％）
22,489（0.3％）
353,541（4.6％）
12,108（0.2％）
6,494（0.1％）
26,747（0.3％）
1,103（0.0％）
225（0.0％）

　30,718（0.4％)
26,945（0.4％)
352,018（4.6％)
268,809（3.5％)
165,555（2.1％)

財政事情の公表 ～上富田町のお金の使い道～財政事情の公表 ～上富田町のお金の使い道～

維持補修費
29,969（0.4％）
災害復旧費
34,453（0.4％）
積立金
389,830（5.2％）
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上
富
田
町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
町
財
政
の
状
況
と
町
の

主
要
な
施
策
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の

財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
を
含
む
詳
細
な
資

料
（
財
政
公
表
）
に
つ
き
ま
し

て
は
、
役
場
本
庁
お
よ
び
各
出

張
所
の
掲
示
板
に
告
示
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
告
示
場
所
は
上
富
田
町
役
場
、

生
馬
・
岩
田
・
市
ノ
瀬
の
各
出

張
所
の
掲
示
板
で
す
。）

　
本
町
で
は
令
和
３
年
３
月
に

第
５
次
上
富
田
町
総
合
計
画
を

策
定
し
、「『
明
る
く
豊
か
で

　
第
75
回
人
権
週
間
（
12
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
）
に
あ
わ
せ
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

時 

12
月
７
日
㊍

　
　
　
13
時
～
15
時

場 

・
上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

　 

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
市
ノ
瀬
出
張
所
）

○
作
品
名

『
老
後
の
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
』

時 

12
月
12
日
㊋
　
19
時
～

場 

上
富
田
文
化
会
館

費 

入
場
料
　
無
料

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

　
☎
４
７
‐
０
５
５
０

元
気
な
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
』
～
知
恵
と
創
造
の
力
を

合
わ
せ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～
」
を
基
本
理
念
と
し
、
町
民

の
皆
様
が
健
や
か
に
、
心
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
し
、
そ
し
て
、

未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の
公

表
を
通
じ
て
町
の
財
政
事
情
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
町
政
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

総
務
課
　
財
政
・
管
財
班

☎
４
７
‐
０
５
５
０

民生費

令和3年度 2659 166 689

2477 295 948令和4年度

商工費 教育費
0
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単位：百万円

＜主な増減理由＞

前年度との比較（目的別）

令和４年度の主な投資的事業の状況

民生費

商工費

教育費

…新型コロナウイルス感染症に

伴う給付金等の大幅減。

…かみとんだ地域元気活性化商

品券支給事業の事業費増加。

…朝来小学校水泳プール建替工

事による増加。

事業名 事業費
（単位：千円）

朝来小学校水泳プール建替工事事業 203,913

生馬公民館耐震改修事業 42,930

保健センター改修工事事業 23,628

防災行政無線改修事業 16,236

上富田中学校駐車場整備事業 15,925

特
設
人
権
相
談
所
開
設

人
権
学
習
映
画
会

上
富
田
町
の
財
政
事
情

人
権
に
関
す
る
お
知
ら
せ

完成した朝来小学校水泳プール
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粗
大
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
粗
大
ご
み
を
左
記
表
の
日

程
で
受
付
し
ま
す
。
搬
入
さ
れ

る
方
は
、
ご
み
収
集
日
程
に
記

載
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項
等
を

ご
確
認
の
う
え
、
お
持
ち
込
み

く
だ
さ
い
。

上
富
田
町
粗
大
ご
み

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

上
富
田
町
岩
田
１
９
６
７
番
地

☎
４
７
‐
６
４
０
８

可
燃
ご
み
◆
12
月
29
日
㊎

８
時
30
分
～
12
時
30
分
ま
で

不
燃
ご
み
◆
12
月
30
日
㊏

８
時
30
分
～
12
時
30
分
ま
で

◆
10
㎏
　
百
円

※
処
理
困
難
物
は
、
重
量
に
か

か
る
料
金
に
処
理
手
数
料
が

１
個
に
つ
き
別
途
追
加
さ
れ

ま
す
。

※
持
ち
込
み
で
き
る
も
の
、
で

き
な
い
も
の
等
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
、
ご
み
収
集
日

程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
年
始
の
通
常
業
務

は
、
１
月
６
日
㊏
か
ら
と
な

り
ま
す
。

〇
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
分
別
し
お

持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
釣
銭
が
不
足
し
ま
す
の
で
お

釣
り
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
準

備
お
願
い
し
ま
す
。

〇
他
の
車
両
や
作
業
者
に
は
十

分
に
注
意
し
、
安
全
な
運
転
・

作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る
際

は
、
排
出
場
所
か
ら
当
施
設

ま
で
の
移
動
中
ご
み
が
飛
散

や
落
下
し
な
い
よ
う
に
安
全

に
配
慮
し
、
事
故
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

〇
当
施
設
の
処
理
能
力
の
限
界

を
上
回
っ
た
と
判
断
し
た
と

き
搬
入
調
整
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

　
上
富
田
町
で
は
、
一
般
事
務
補
助
、
資
格
免
許
職
等
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
登
録
制
度
に
よ
り
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
業
務
繁
忙
期
や
職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
な
ど
に
、
職
員
の
補
助
と
し

て
一
会
計
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
）
の
範
囲
内
を
任
期
と
し
て
任
用
さ
れ
る
非
常
勤

の
公
務
員
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
働
き
た
い
期
間
や
職
種
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て
条

件
に
合
う
方
を
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
し
、
審
査
後
採
用
す
る
も
の
で
す
。
　
　

　
た
だ
し
、
登
録
期
間
中
に
必
ず
任
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
登
録
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
後
記
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
６
年
４
月
１
日
付
任
用
の
採
用
募
集
期
限
に
つ
い
て
は
、
12
月
20
日
㊌
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
再
度
任
用
で
き
る
上
限
は
２
回
と
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
応
募
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。）
前
記
期
限

ま
で
に
上
富
田
町
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
請
書
お
よ
び
選
考
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
後
期
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班
（
⑪
番
窓
口
）
☎
３
３
‐
７
０
９
２

上
富
田
町
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
制
度
　
　-

ご
案
内-

さとおや cafe ほっと
カフェで話を聞いてみよう！

12 /16 (SAT) 

里
親
制
度
を

知
る
だ
け
で
も

サ
ポ
ー
ト
に

つ
な
が
り
ま
す
里親支援センター田辺市城山台 �−� TEL ����-��-����

12:00～ 16:00
会場：　　よりみちサロンいおり

年
末 

粗
大
ご
み 

直
接
搬
入 

受
け
入
れ

日 月 火 水 木 金 土

12月24日 12月25日 12月26日 12月27日 12月28日 12月29日 12月30日

休み 通常通り 休み 休み 通常通り
可燃ごみ
臨時受入日

※家庭ごみのみ

不燃ごみ
臨時受入日

12月31日 1月1日 1月2日 1月3日 1月4日 1月5日 1月6日

通常通り休み

受
付
場
所

受
付
日
時

お
願
い

料
　
　
金
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気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
ご
家
庭
内
の
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
凍

結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
　

　
特
に
屋
外
の
散
水
栓
等
、
露
出
し
た
管
で
注
意
が
必
要
で
す
。
凍

結
防
止
に
は
、
管
へ
保
温
材
や
タ
オ
ル
を
巻
き
付
け
て
保
護
し
た
り
、

水
を
少
し
出
し
続
け
た
り
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。（
水
道
料
金
は

お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　
凍
結
し
た
場
合
に
は
、
自
然
に
溶
け
る
ま
で
待
つ
か
、
凍
っ
た
箇

所
に
タ
オ
ル
等
を
巻
き
付
け
て
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。
熱
湯
は
水
道
管
が
破
裂
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
お

や
め
く
だ
さ
い
。
　
　

　
万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
に
は
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内

に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
、
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
事
業
者
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
露
出
し
た
水
道
管
か
ら
の
漏
水
は
、
減
免
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

問 

上
下
水
道
課
　
工
務
班
（
⑬
番
窓
口
）
☎ 

４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

　
就
職
氷
河
期
世
代
の
た
め
の
企
業
交
流
会
「
和
歌
山
就
職
交
流
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

時 

１
月
13
日
㊏
　
10
時
～
12
時

場 

和
歌
山
県
勤
労
福
祉
会
館
　
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
４
階
ホ
ー
ル

参
加
企
業
数 

５
社
程
度

対 

25
名
程
度
　（
概
ね
35
歳
以
上
55
歳
以
下
の
方
）

主
催 

和
歌
山
労
働
局

申 

左
記U

R
L

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　  h
ttp

s://fo
rm

s.o
ffi

ce.co
m

/r/h
1
k
seT

U
T

q
L

問 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
協
会

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
３
７
２
０

対
象
者
認
定
の
区
分 

　
申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12

月
31
日
（
基
準
日
）
で
の
状
態

で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
基
準
日

に
有
効
で
あ
る
介
護
認
定
結
果

の
認
定
調
査
票
と
主
治
医
意
見

書
の
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
寝
た
き
り
度
）」

と
「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
（
認
知
度
）」
を
基

に
判
定
を
行
い
ま
す
。

申
請
方
法

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
障

害
者
控
除
認
定
申
請
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
印
鑑
・
介
護
保
険
証

を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
長
寿
課

介
護
保
険
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
認
定
書
発
行
に

か
か
る
申
請
は
毎
年
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
願
い
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
は
受
け
て
い
な
い
が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

に
対
し
て
、
所
得
税
・
町
県
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

問 

長
寿
課
　
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　（
⑩
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
和
歌
山
就
職
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
の
ご
案
内

「
和
歌
山
就
職
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
の
ご
案
内

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付 -

ご
案
内-

「障害の程度」と「寝たきり度」・「認知度」の対応表

控除の種類 障害の程度 「寝たきり度」・「認知度」の段階

障害者控除

知的障害者（軽度）に準ずる者 認知度Ⅱ
知的障害者（中度）に準ずる者 認知度Ⅲ
身体障害者（3級〜6級）に準ずる者 寝たきり度Ａ1・Ａ2

特別障害者控除
知的障害者（重度）に準ずる者 認知度Ⅳ・Ｍ

身体障害者（1級・2級）に準ずる者 寝たきり度Ｂ1・Ｂ2・Ｃ1・Ｃ2

町
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
！

　
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
納
付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
　
納
付
の
た
め
に
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
で
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
継
続
的
に
納
税
が
行
え
る
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
た
納
付
の
場
合
、
そ
の
都
度
納
付
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
口
座
振
替
の
場
合
、
一
度
登
録
し
た
ら
継
続
的
に
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

③
納
付
忘
れ
の
心
配
が
な
い
　
口
座
の
登
録
が
完
了
し
た
ら
、
納
期
限

に
合
わ
せ
て
自
動
的
に
引
き
落
と
し
を
行
う
た
め
、
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
対
応
金
融
機
関
　
紀
陽
銀
行
、
紀
南
農
業
協
同
組
合
、
近
畿
労
働
金

庫
、
き
の
く
に
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

◆
対
象
税
目
　
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税

◆
手
続
き
の
方
法
　
預
貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
の
お
届
け
印
を
ご
持
参

の
う
え
、
各
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
　
収
納
班
　
☎
３
４
‐
２
３
７
１
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健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
食

事
の
話
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
偏
っ

た
食
生
活
を
続
け
て
い
る
と
、

体
調
を
崩
す
原
因
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

（
１
）	

免
疫
力
を
高
め
る

　
　「
食
習
慣
」

◆
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事 

　

を
と
る

　
体
の
免
疫
力
を
高
め
る
た
め

に
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
、
た
ん
ぱ
く
質
は
、

し
っ
か
り
と
摂
取
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
時
間
は
規
則
正
し
く
、 

　
　
　
　
　

腹
７
～
８
分
目

　
食
事
は
毎
日
同
じ
時
間
に
規

則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
食
べ
過
ぎ
は
肥
満
の

原
因
に
な
る
た
め
、
腹
７
～
８

分
目
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
早
食
い
厳
禁
、

　
　
　

よ
く
噛
み
ま
し
ょ
う

　
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
脳
の

満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
食
べ
過

ぎ
を
予
防
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
唾
液
が
た
く
さ
ん
出

る
の
で
、
免
疫
力
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。

（
２
）	

免
疫
力
を
高
め
る

　
　「
食
材
」

◆
体
を
温
め
る
食
材

生
姜

　
体
温
が
低
い
と
免
疫
力
が
低

下
す
る
の
で
、
体
温
を
高
め
る

食
材
が
有
効
で
す
。

→
食
べ
方
の
ヒ
ン
ト

　
生
姜
は
細
か
く
刻
む
ほ
ど
効

果
が
上
が
り
ま
す
が
、
空
気
に

触
れ
る
と
減
少
す
る
の
で
、
食

べ
る
直
前
が
効
果
的

◆
免
疫
細
胞
を
つ
く
る
食
材

鶏
肉

　
た
ん
ぱ
く
質
は
免
疫
力
を
よ

り
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

→
食
べ
方
の
ヒ
ン
ト

　
鶏
肉
の
中
で
も
、
さ
さ
み
肉

や
胸
肉
は
低
カ
ロ
リ
ー
で
オ
ス

ス
メ
で
す
が
、
鶏
皮
は
脂
肪
が

多
い
た
め
要
注
意
で
す
。

◆
そ
の
他
の
食
材
と
効
果

に
ん
に
く

　
に
ん
に
く
に
含
ま
れ
る
成
分

に
は
疲
労
回
復
を
促
進
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

→
食
べ
方
の
ヒ
ン
ト

　
中
心
に
あ
る
芽
は
え
ぐ
み
の

も
と
、
取
り
除
い
て
調
理
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
に
ん
に
く
の
摂
り
す
ぎ

は
胃
腸
が
荒
れ
る
の
で
要
注
意
。

し
そ

　
免
疫
力
を
高
め
る
β
カ
ロ
テ

ン
が
、
し
そ
に
は
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

→
食
べ
方
の
ヒ
ン
ト

　
細
か
く
刻
め
ば
免
疫
効
果
ア
ッ

プ
！
薬
味
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

パ
ス
タ
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
に

加
え
る
の
も
オ
ス
ス
メ
。

冬を乗り切る健康維持法

ポ
イ
ン
ト　

そ
の
①

冬
も
水
分
補
給

ポ
イ
ン
ト　

そ
の
②

質
の
良
い
食
生
活

　
冬
の
寒
い
時
期
は
、
感
染
症

の
流
行
や
気
温
の
低
下
が
原
因

で
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
冬
を
乗

り
切
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
２

つ
ご
紹
介
。

　
皆
さ
ん
も
元
気
に
こ
の
冬
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
分
補
給
も

　
　
　

大
切
な
感
染
対
策

　
手
洗
い
・
う
が
い
・
消
毒
も

重
要
で
す
が
、
水
分
補
給
も
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
感
染
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
は
乾
燥
し
た
環
境
で
活
発
に

活
動
し
、
湿
度
50
％
以
上
に
な

る
と
活
動
が
弱
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
分
補
給
で
鼻
や
の
ど

の
粘
膜
を
う
る
お
し
、
侵
入
し
た

ウ
イ
ル
ス
を
痰
や
鼻
水
と
し
て
体

外
に
出
す
働
き
を
し
ま
す
。

◆
脳
卒
中
や

　
　
　

心
筋
梗
塞
の
予
防
に
も

　
水
分
摂
取
量
が
少
な
い
と
、

血
液
が
「
ド
ロ
ド
ロ
」
に
な
り

血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
高
く
な
る
の
で
す
。

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

12月16日～令和6年1月15日

行事名  月  日（曜） 場　　所 対　　象

4か月健診
1月10日㊌

上富田町
保健センター

令和5年9月生まれの方

10か月健診 令和5年2月生まれの方

育児相談 (2 か月 )
1月11日㊍

令和5年11月生まれの方

育児相談 (1 歳 ) 令和4年12月生まれの方
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

業
務
の
一
つ
と
し
て
、
権
利
擁

護
が
あ
り
ま
す
。

権
利
擁
護
と
は
？

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

高
齢
者
の
権
利
や
財
産
、
尊
厳

あ
る
暮
ら
し
を
ま
も
る
た
め
の

相
談
・
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

で
す
。

　
年
末
に
な
る
と
犯
罪
が
増
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
を
狙
っ
た
詐
欺
も
そ
の
一
つ

で
、
色
々
な
手
口
を
使
っ
て
、

大
切
な
財
産
を
だ
ま
し
取
ろ
う

と
し
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
防
犯
へ
の
関
心
を
持

ち
、
必
要
の
な
い
も
の
は
キ
ッ

パ
リ
断
る
事
、
話
だ
け
き
こ
う

か
な
も
危
険
で
す
。
　

　
一
人
で
判
断
せ
ず
、
ま
ず
は

身
近
な
人
に
相
談
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
家
庭

や
地
域
で
も
「
声
を
か
け
る
」

「
呼
び
か
け
る
」「
気
に
か
け
る
」

を
意
識
し
、
犯
罪
の
起
き
に
く

い
社
会
づ
く
り
の
取
組
み
も
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
万
が
一
、
詐
欺
っ
ぽ
い
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
知
ら
な
い
人

に
個
人
情
報
を
伝
え
て
し
ま
っ

た
、
頼
ん
だ
覚
え
が
な
い
品
物

が
自
宅
に
届
い
た
が
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
な
ど
、
相
談
す
る
所

が
な
く
困
っ
た
場
合
に
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
と

し
て
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、

警
察
や
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど

各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
年
末
交
通
量
が
増

え
、
高
齢
者
の
方
が
交
通
事
故

に
あ
う
ケ
ー
ス
も
増
加
し
ま
す

の
で
そ
の
点
に
も
注
意
し
て
い

た
だ
き
、
良
い
年
始
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

＊
介
護
者
教
室
と
合
同
開
催

時 

12
月
15
日
㊎

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー(

⑨
番
窓
口)

☎
４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

　
高
齢
者
が
年
齢
に
と
ら
わ
れ

ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い

て
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
を
実
践
し
て
い

る
と
し
て
、
11
月
8
日
姫
路

市
で
開
催
さ
れ
た
高
齢
社
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
岡
老
人
ク
ラ

ブ
（
田
上
さ
よ
子
会
長
）
の
活

動
が
、「
社
会
参
加
活
動
事
例
」

と
し
て
表
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
閣
府
で
は
、
す
べ
て
の
年

代
の
人
々
が
希
望
に
応
じ
、
そ

の
意
欲
・
能
力
を
活
か
し
て
活

躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
表
章

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
世
代

に
向
け
て
、
生
き
方
の
参
考
と

し
て
も
ら
う
た
め
個
人
に
よ
る

実
践
事
例
や
グ
ル
ー
プ
や
団
体

に
よ
る
地
域
の
社
会
参
加
活
動

の
事
例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
本
年
度
、
当
町

の
岡
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
が
社
会

参
加
活
動
事
例
の
一
つ
と
し
て

選
ば
れ
表
章
を
受
け
ま
し
た
。

　
岡
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
昭
和

45
年
ご
ろ
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
毎
年
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
を

続
け
て
お
り
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
は
、
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ひ
ょ
う
た
ん
せ
ん

ぱ
い
」
が
誕
生
し
、
町
の

観
光
振
興
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
ひ
ょ
う
た
ん
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
の
高
齢
者
が

集
ま
り
、
会
話
が
増
え
、

仲
間
づ
く
り
や
交
流
の
場

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
評
価

さ
れ
受
賞
さ
れ
た
も
の
で

す
。

表章受賞：町長に受賞報告

第
26
回
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン
が
、
令
和
６
年
２
月
４
日
㊐
、
上
富

田
文
化
会
館
を
発
着
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
物
産
店
等
の
出
店
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
提
出
期
限

ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
店
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
　
申
込
書
　
１
部

参
加
条
件

・
町
内
の
個
人
お
よ
び
団
体

・
協
賛
企
業
　
等

出
店
料
　
５
，
０
０
０
円

出
店
ブ
ー
ス
　
団
体
　
１
区
画

参
加
者
準
備
物 

机
・
椅
子
　
等

〆 

12
月
15
日
㊎
ま
で

注
意
事
項

　
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ス

ト
ロ
ー
等
の
使
用
は
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班
　
　

　
　
　
　
　（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

内
閣
府
の
表
章
を
受
賞

高
齢
者
が
社
会
参
加
活
動

岡
老
人
ク
ラ
ブ

第
26
回
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ
ン  

物
産
等
出
店
募
集

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
!!
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去
る
10
月
６
日
、
八
上
王
子

跡
に
世
界
遺
産
記
念
の
石
碑
が

設
置
さ
れ
、
除
幕
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
八
上
王
子
跡
は
、
稲
葉
根
王

子
跡
と
と
も
に
２
０
１
６
年
に

世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
に
追
加
登
録
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
記
念
す
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
県
内
外

に
発
信
し
、
ま
た
地
域
の
宝
と

し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
12
月
中
に
は
稲
葉
根
王
子
跡

に
も
記
念
石
碑
が
設
置
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
み
ん
な
で
文
化
財
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局
　

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

　
10
月
19
日
、
市
ノ
瀬
小
学
校

に
台
湾
ト
ン
フ
ー
諸
島
か
ら
ア

イ
メ
ン
小
学
校
の
６
年
生
９
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
市
ノ
瀬
小
学

校
の
全
校
児
童
で
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
い
た
り
、
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
の
マ
ー
キ
ン
グ
や
、
給
食

を
一
緒
に
食
べ
た
り
し
、
交
流

し
ま
し
た
。

　
市
ノ
瀬
小
学
校
の
全
児
童
が

校
歌
を
歌
っ
た
り
、
上
富
田
町

の
特
産
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
ア
イ
メ
ン
小
学
校

の
児
童
は
、
笛
の
演
奏
や
な
わ

と
び
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
近
く
の
興
禅
寺
に

移
動
し
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の

マ
ー
キ
ン
グ
を
一
緒
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
日
本
語
と
台
湾

語
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な

が
ら
、
一
緒
に
蝶
を
捕
ま
え
た

り
、
書
き
方
を
教
え
合
っ
た
り

し
、
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
イ
メ
ン
小
学
校

の
児
童
た
ち
に
と
っ
て
は
、
初

め
て
の
日
本
の
給
食
を
一
緒
に

食
べ
て
、
昼
休
み
は
サ
ッ
カ
ー

を
一
緒
に
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
初
め
は
、
お
互
い
緊
張
し
た

様
子
で
し
た
が
、
徐
々
に
緊
張

も
緩
み
、
楽
し
そ
う
な
笑
顔
と

笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

市
ノ
瀬
小
学
校
が

台
湾
の
小
学
生
と
交
流

世
界
遺
産
記
念
石
碑
が

　
　
設
置
さ
れ
ま
し
た
！

◆未就学児の部

　【特 選】

　ジャックとまめのつる　　　　　　　　　

　【入 選】

　トマトとなすときゅうりのなつ　　　

　うまれてくるよ海のなか　　　　　　　　　　　　　　

◆小学生 低学年の部

　【入 選】

　オタマジャクシの尾はどこへきえた　

　タヌキのきょうしつ　　　　　　　　

◆小学生 中学年の部 

　【特 選】

　「しっぱいにかんぱい」を読んで　　

　「化石のよぶ声がきこえる」を読んで

　【入 選】  

　ココロってふくざつ　　　　　　　　

松場　康佑

林　　一織

柳本　恵伸

蔦原　　要

千葉　咲良

上村　　悠

酒田　昊生

神屋　　渉

◆小学生 高学年の部

　【特 選】

　平和へのバトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【入 選】     

　「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」を読んで

　「救出」を読んで　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆中学生の部

　【特 選】     

　「平和のバトン」をつなぐ　　　　　　　　　　　　　

　【入 選】

　不安の答えを見つけた 　　　　　　　　　　　　　　

　「５番レーン」を読んで　　　　　 　　　　　　

　心に残った一冊　　　　 　　　　　　　　　　

　内田メンタルから学べ！　　　　　　　　　　　　　　

谷口　和聡

 

堀　　衣純

元平　陽翔

酒井　さくら

神屋　　新

酒田　芽依

中本　愛花

玉置　水都

令和５年度上富田町読書感想文・感想画コンクール入選作品紹介
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ぼ
く
は
、
た
こ
や
き
を
つ
く

る
お
手
つ
だ
い
を
し
ま
し
た
。

　

た
こ
や
き
の
ざ
い
り
ょ
う
に
、

た
こ
が
な
か
っ
た
か
ら
、
チ
ー

ズ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
い
れ
ま
し

た
。
て
ん
か
す
も
、
い
れ
ま
し

た
。
お
と
う
さ
ん
が
、

「
お
い
し
い
。」

と
、
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
た

こ
や
き
を
ま
わ
す
の
が
、
ち
ょ
っ

と
た
い
へ
ん
で
し
た
。

く
っ
き
り
と
熊
野
連
峰
清
み
て
秋

冬
麗
や
授
か
る
孫
は
瞼
開
け
　
　
　
　
　

ポ
ケ
ッ
ト
に
句
帳
覗
か
せ
蜜
柑
と
り
　
　

冬
至
か
ぼ
ち
や
湯
気
ほ
く
ほ
く
と
み
仏
に

か
ま
き
り
の
枯
れ
て
思
案
の
首
傾
げ
　
　

首
深
く
垂
れ
物
色
の
鵟
か
な
　
　
　

脚
長
く
集
合
ダ
ン
ス
シ
ク
ラ
メ
ン
　
　
　

冬
の
水
き
り
り
と
喉
に
落
ち
に
け
り
　
　

廃
校
や
枯
木
に
に
ぶ
き
月
上
が
り
　
　
　

畝
立
て
し
陰
に
伏
せ
ゐ
る
冬
の
蝶

運
動
会
行
進
曲
の
音
聞
け
ば
幼
き
こ
ろ
が
蘇
り
来
る

山
口
さ
と
江

木
村
　
圀
夫

城
戸
　
杉
生

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

射
場
　
典
子

岡
本
美
恵
子

宮
内
　
信
子

下
平
百
美
子

山
本
　
陽
子

同
窓
会
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ち
ゃ
ん
呼
び
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
又
逢
お
う
ね
」
と
別
れ
を
お
し
む稗

田
　
満
代

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

「不登校の生徒数が過去最多」と
ニュースに取り上げられているのを
よく目にしますが、学校が合わない
のは子どもに問題があるから?学校
に行かないと大変なことになるの
では?という疑問が頭に浮かぶ方も
多いのではないでしょうか。この本
は実際に子どもが不登校になった
著者が書いた、親子の実録コミック
エッセイです。「不登校」の不安、恐

れ、偏見に悩みながらも親子の答えを見つけていく姿に考
えさせられ、「不登校」だけに限らないモノの見方を教え
てくれるように思います。

年末年始の休館日は、12月28日㊍～1月3日㊌までです。
年内は 12 月 27 日㊌が最終日です。なお 12 月 14 日㊍か
らは貸出期間が長くなるので、一人で何冊でも借りること
ができます。令和 6年は、1月4日㊍から開館します。

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

続　窓ぎわのトットちゃん

あなたが誰かを殺した

頭のいい人が話す前に考えていること

レーエンデ国物語　喝采か沈黙か

777トリプルセブン

歌われなかった海賊へ

イーロン・マスク（上）

女子とお金のリアル

とにかく仕組み化　人の上に立ち続けるための思考法

１００年ひざ

黒柳　徹子

東野　圭吾

安達　裕哉

多崎　礼

伊坂　幸太郎

逢坂　冬馬

ウォルター・アイザックソン

小田桐　あさぎ

安藤　広大

巽　一郎

講談社

講談社

ダイヤモンド社

講談社

KADOKAWA

早川書房

文藝春秋

すばる舎

ダイヤモンド社

サンマーク出版

『学校に行かない君が教えてくれたこと』

年末年始のお知らせ

今　じんこ/著　　オーバーラップ

（
投
稿
歓
迎
）

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

「
た
こ
や
き
の
お
手
つ
だ
い
」

　
　

い
わ
田
小
学
校　

一
年

な
か
も
と　

し
お
ん
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ケ
ニ
ア
共
和
国
・
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦
共
和
国
か
ら
来
日
す
る
青

少
年
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

〇
来
日
す
る
青
少
年
に
つ
い
て

・
18
～
30
歳
の
男
女

・
英
語
を
話
し
、
あ
い
さ
つ
程

度
の
日
本
語
を
話
し
ま
す
。

〇
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

・
令
和
２
年
２
月
22
日
（
土
）

夕
方
～
24
日
（
月
・
祝
）
夕
方

ま
で

〇
そ
の
他

・
１
家
庭
に
２
名
の
受
け
入
れ
を

お
願
い
し
ま
す
。（
若
干
で
す
が
、

食
費
等
の
補
助
が
あ
り
ま
す
）

〇
応
募
方
法
お
よ
び
締
め
切
り

に
つ
い
て

・
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
左
記

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
教
育
員
会
内
）

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

　
去
る
10
月
24
日
、
岩
田
ふ
れ

あ
い
公
園
に
お
き
ま
し
て
、
上

富
田
町
体
育
協
会
主
催
、
第
26

回
町
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
富
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
の
多
大
な
る
ご
協
力

の
も
と
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

44
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

男
性
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　

　
優
　
勝
　
出
羽
　
誠

　
２
　
位
　
峯
岡
　
尚
　
　

　
３
　
位
　
鐘
井
　
廣
　
　

　
４
　
位
　
田
畑
　
輝
美

　
５
　
位
　
溝
越
　
賢
吉
　
　

女
性
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　

　
優
　
勝
　
宮
本
　
愛
子

　
２
　
位
　
畑
地
　
妙
子

　
３
　
位
　
木
下
　
智
佳
子

　
４
　
位
　
杉
谷
　
つ
み
子

　
５
　
位
　
田
中
　
美
喜
代

第
26
回

町
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

紙面の都合上、各種目上位入賞者を抜粋して掲載させていただきます。ご了承ください。（★は県大会出場）

令和５年度　田辺・西牟婁中学校新人総合体育大会結果

令和５年度　和歌山県中学校新人総合体育大会結果

○陸上競技【男子】〈2年〉400m　6位　田上慶　58”55
〈共通〉4×100mR　7位　田上・吉良・冬木・中井　50”15

○陸上競技女子】 〈1年〉800m　3位　瀬越香陽　2’36”80
〈共通〉4×100mR　7位　中岡・瀬越・長尾・築山　57”03

○剣道【女子】　個人　2位　相馬亜清

○ソフトボール　優勝

○陸上競技【女子】

瀬越香陽
長尾柚花
瀬越香陽

中岡杏心

13”74
31”71★
2’41”22★

18”14★

1位
3位
3位

2位

1位　中岡・瀬越・長尾・築山　56”14★

〈1年〉
100m　　
200m　　
800m　　
〈共通〉
100mH　　
4×100mR
上富田A　

○剣道【男子】 3位★
5位　阪本要★

団体
個人

○バスケットボール【男子】 3位

○サッカー　準優勝

○ソフトボール　優勝★

ベスト4　岡田依奈、樫本俐乃○ソフトテニス【女子】

○剣道【女子】 準優勝★
1位　相馬亜清★
5位　谷口実優★

団体
個人

○陸上競技【男子】

冬木蓮太
上野睦生
山田琉輝
蒲田宗志

田上慶　
中井大翔
田上慶

小川斗輝　

13”12★
13”14★
28”43★
4m48★

12”61
12”96★
58”27★

9m42★

2位
3位
2位
1位

3位
4位
2位

5位

2位　 田上・吉良・冬木・中井　50”11★

〈1年〉
100m

200m
走幅跳
〈2年〉
100m

400m
〈共通〉
円盤投　
4×100mR
上富田A　

○柔道【男子】
60kg級　1位　堀亮輔★
73kg級　1位　谷口順都★

個人

○柔道【女子】

2位★
44kg以下級　1位　松本衣都希★
57kg以下級　1位　山本未來★

団体
個人

第58回和歌山県中学校学年別水泳競技大会

【男子】 3年　200m個人メドレー　3位　横矢宗大　2’34”37

【女子】 2年　200m自由形　3位　平田莉子　2’42”21
2年　400m自由形　3位　道本陽和　5’59”06

紙面の都合上、各種目上位入賞者を抜粋して掲載させていただきます。ご了承ください。（★は県大会出場）

令和５年度　田辺・西牟婁中学校新人総合体育大会結果

令和５年度　和歌山県中学校新人総合体育大会結果

○陸上競技【男子】〈2年〉400m　6位　田上慶　58”55
〈共通〉4×100mR　7位　田上・吉良・冬木・中井　50”15

○陸上競技女子】 〈1年〉800m　3位　瀬越香陽　2’36”80
〈共通〉4×100mR　7位　中岡・瀬越・長尾・築山　57”03

○剣道【女子】　個人　2位　相馬亜清

○ソフトボール　優勝

○陸上競技【女子】

瀬越香陽
長尾柚花
瀬越香陽

中岡杏心

13”74
31”71★
2’41”22★

18”14★

1位
3位
3位

2位

1位　中岡・瀬越・長尾・築山　56”14★

〈1年〉
100m　　
200m　　
800m　　
〈共通〉
100mH　　
4×100mR
上富田A　

○剣道【男子】 3位★
5位　阪本要★

団体
個人

○バスケットボール【男子】 3位

○サッカー　準優勝

○ソフトボール　優勝★

ベスト4　岡田依奈、樫本俐乃○ソフトテニス【女子】

○剣道【女子】 準優勝★
1位　相馬亜清★
5位　谷口実優★

団体
個人

○陸上競技【男子】

冬木蓮太
上野睦生
山田琉輝
蒲田宗志

田上慶　
中井大翔
田上慶

小川斗輝　

13”12★
13”14★
28”43★
4m48★

12”61
12”96★
58”27★

9m42★

2位
3位
2位
1位

3位
4位
2位

5位

2位　 田上・吉良・冬木・中井　50”11★

〈1年〉
100m

200m
走幅跳
〈2年〉
100m

400m
〈共通〉
円盤投　
4×100mR
上富田A　

○柔道【男子】
60kg級　1位　堀亮輔★
73kg級　1位　谷口順都★

個人

○柔道【女子】

2位★
44kg以下級　1位　松本衣都希★
57kg以下級　1位　山本未來★

団体
個人

第58回和歌山県中学校学年別水泳競技大会

【男子】 3年　200m個人メドレー　3位　横矢宗大　2’34”37

【女子】 2年　200m自由形　3位　平田莉子　2’42”21
2年　400m自由形　3位　道本陽和　5’59”06
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市ノ瀬公民館

陶芸作品展

市ノ瀬公民館作品展

公民館からのお知らせ

生馬公民館

クリーン運動

生馬公民館作品展

出展作品
大募集！！
出展作品
大募集！！

出展作品
大募集！！
出展作品
大募集！！

岩田公民館

岩田公民館作品展

出展作品
大募集！！
出展作品
大募集！！

令和6年2月10日㊏・11日㊐
生馬公民館

生馬地区に在住の方および生馬公民館サークル等

教育委員会事務局（生馬公民館担当）☎ 47-5930

生馬公民館（㊊㊌㊎） ☎ 47-2881

時

場

対

問

令和6年2月18日㊐
市ノ瀬公民館

市ノ瀬・下鮎川地区に在住の方および

市ノ瀬公民館サークル等

教育委員会事務局（市ノ瀬公民館担当）☎ 47-5930

市ノ瀬公民館（㊊㊌㊎） ☎ 48-0366

時

令和6年1月4日㊍まで　

8時30分～17時15分（平日）

上富田文化会館　１階ロビー

教育委員会事務局　☎47-5930

期

場

問

12月10日㊐ 8時～10時　少雨決行

※実施できない場合は12月17日㊐に延期しま

す。延期の場合は7時30分に放送をします。

市ノ瀬・下鮎川環境づくりグループ

上富田町農村環境改善センター ☎ 48-0366

　元・県美術家協会会員の故福田賢氏の陶芸作

品をロビー展示しています。

　網目模様の独特な形状が特徴の作品をぜひご

覧ください。

時

問

主催

場

対

問

朝来公民館

朝来公民館作品展

出展作品
大募集！！
出展作品
大募集！！

令和6年2月10日㊏・11日㊐
朝来公民館（朝来コミュニティセンター）

朝来・岩崎・南紀の台地区に在住の方

および朝来公民館サークル等

教育委員会事務局(朝来公民館担当) ☎47-5930

朝来公民館(㊍㊐㊗を除く) ☎47-0545

　案内状は、住民基本台帳及び中学校卒業名簿

により対象者に11月上旬に送付しております。

氏名・住所に変更や誤り、また通知漏れ等がご

ざいましたら、お早めにご連絡ください。

時

場

対

問

令和6年2月17日㊏・18日㊐
岩田公民館

岩田・岡地区に在住の方および岩田公民館

サークル等

小学生・幼稚園・保育所　ほか

岩田公民館に備え付けの申込用紙に必要事

項をご記入ください

教育委員会事務局(岩田公民館担当) ☎47-5930

岩田公民館(㊏㊐㊗を除く)  ☎47-2020

時

平成15年４月２日～平成16年４月１日の間

に生まれた方（平成30年度中学校卒業生）

令和６年１月３日㊌
・受付　10時から

・式典　10時30分から

上富田文化会館　文化ホール

教育委員会事務局　☎47-5930

対

時

場

問

場

対

申

問

二十歳を祝う式典の
お知らせ
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史跡めぐり

コスモス園花まつり

朝来公民館

市ノ瀬公民館

９月３０日、参加者３９名で４年ぶりに史跡めぐり

を実施。薬師寺と金魚ミュージアムを訪れました。

初めに、７世紀後半に天武天皇が皇后（後の持統天

皇）の病気回復を願い建立した薬師寺へ。龍宮造り

の金
こ ん ど う

堂には、漆黒に輝

く優美な薬師三尊像（国

宝）の薬師如来・日光

菩薩・月
が っ こ う

光菩薩が祀
ま つ

ら

れており、多くの参拝者

が見られました。

ま た、 平 成２１年

（2009）から１２年間におよぶ全面解体大修理を終

えた奈良時代を代表する東
と う と う

塔（国宝・高さ約３４m）

に圧倒されました。構造上あるいは材質上、金属が

１０月１３日、津葉井真紀先生（管理栄養士・FCJA

フードコーディネーター）を講師に、参加者９名で料

理教室を開催しました。今回のテーマは「毎日元気ご

飯～食物繊維をとろう～」です。

日頃不足しがちな食物繊維がしっかりとれる献立

で、女性であれ

ば１日の摂取目

標の２／３以上の

食物繊維が摂れ

るとのことでした。

サツマイモは

軽く焼き色を付けてからごはんと一緒に炊き込むこと

１０月１５日に市ノ瀬小山河川敷で「第３０回コスモ

ス園花まつり」を開催しました。４年ぶりのフル開催

です。

公民館を含む１２の団体が、それぞれ種を蒔き、水

やりや草刈りなど

の世話をして花を

咲かせました。

この日は咲きほ

こるコスモスのそ

ばで、全体会とし

て小学生による交

通安全標語、俳句の表彰と披露がありました。その後、

ＰＴＡや父母子どもクラブ担当のゲーム、ひまわり文

必要な梁
は り

の部分等を除き、

すべて木の釘などが使用さ

れている建造物に感銘を受

けました。

昼食は、ショッピングモ

ール「ミ・ナーラ」の１階で

各自済ませ、４階にある日

本最大級の金魚ミュージアム

へ。金魚のほとんどが近隣

の大和郡山市で生産されて

いるとのこと。その種類の多

さと様々な形をした水槽、そして音楽や映像、照明

などとのコラボレーションの中で優雅に泳ぎ回る金魚

の姿に魅了されました。

道の駅でのショッピングも楽しめ、思い出に残る楽

しい史跡めぐりとなりました。

で風味が出るとか、ささがき

ごぼうのかんたんな切り方、

最近はやりのおしゃれなキャ

ロットラペ、実は簡単に作り

置きできるとかのお役立ち

情報もたっぷり教えていただ

きました。

各グループともにおしゃべ

りも弾みながら、先生の声

かけに合わせて作業していく

ことで、魔法のようにお料理

が完成していき、時間にゆと

りをもって、おいしく楽しく

出来上がりました。

庫や消防団の模擬店などでにぎわい、小学生を中心

に地域の人たちとのふれあいの時間となりました。

終わりにコスモス栽培優良団体の表彰があり、来

年の栽培への気持ちを新たにしました。

閉会後に餅まき

をして楽しいひと

ときが終わりまし

た。

実 行委員長の

挨拶に「３０年前、

この場は石ころと

草むらでした。そ

れをみんなでコスモス畑に変えたのです」とありまし

た。地域をきれいにしたいという思いを引き継いでい

きたいです。

岩田公民館

東　塔

料理教室 ～食物繊維をとろう～

メニュー
焼き芋ご飯
洋風おから煮
キャロットラペ
牛肉とごぼうの卵とじ

金　堂
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紅葉の高野山へ

史跡・文化財めぐり

生馬公民館

生馬公民館

１０月２２日、好天のもと、史跡・文化財めぐりとして、

総勢３３名で、橿原神宮、今井町散策、おふさ観音

というコースで出かけてきました。

橿原神宮では、神武天皇御
み よ

代の日本建国のお話、

今井町では、戦

国時代に信長が

攻めてきたけれど

負けなかったお話

や、 秀吉に茶室

を建ててもてなし

たお話。そしておふさ観音では、明治の神社合祀の

お話など、知識豊富なガイドさんの詳しい説明を聞

きながら、日本の歴史を大急ぎでたどる一日旅となり

１０月２５日から２泊３日で通学合宿を実施し、生

馬小学校６年生全員２２名が参加してくれました。　

　開講式では「地域で育てよう生馬っ子」（生馬小学

校運動場フェンスに長年掲示されているスローガン）

について説明し、ボランティアの皆さんの思いを伝え

ました。今回も食事・

もらい風呂等で多く

の地域の方々に支え

ていただきました。

もらい風呂では中学

生や高校生のいる家

庭にも協力していた

だき、先輩との交流の機会としました。

１０月２９日、公民館スタッフを含め１９名で親子教

室③学習ツアーで高野山を訪れました。

行きは高野龍神スカイラインを通りましたが、心

配した車酔いもなく高野山の玄関である大門に到着。

低地より１０度近く低い気温に「寒い！寒い！」を連発

しながら持参のお弁当で昼食。

現地ガイドさんに引率していただきながら壇上

伽
が ら ん

藍・金剛峯寺・奥ノ院を巡りました。

壇上伽藍では高野山のシンボルになっている

根
こ ん ぽ ん だ い と う

本大塔、金堂、不動堂などを見学しました。三鈷

の松を通りかかると親子で三葉の松葉拾いに熱中。

ちなみに、空海が日本での真言密教を広めるのにふ

さわしい場所を求めて唐から投げた三
さ ん こ

鈷杵
し ょ

（密教の

ました。

おふさ観音の

バラはまだつぼ

みが多く残念で

したが、「生き

人形」 が特別

公開中で真近

で拝観すること

ができました。

帰途、奈良の「道

の駅かつらぎ」に

寄っての買い物三

昧も含め、頭もお

なかも大満足の一

日となりました。

買い物・食事準備と片付け・掃除・布団敷きなど

子どもたちは各自しっかりと役割を果たし、当初の目

的「参加して良かったと思える通学合宿」を達成しま

した。

過密スケジュールの合間の自由時間は卓球・射的

に興じ、リラックスタイムとなりました。

閉講式では上羽館長から修了証が手渡されまし

た。修了証は各自の顔写真入りで地域の方が作成し

てくれました。子どもたちは修了証を手に今回の通学

合宿の感想をスピーチしました。楽しかったこと、し

んどかったこと、親

への感謝、地域の

方々への感謝など体

験を踏まえ実感のこ

もった素晴らしい内

容でした。

法具）がこの松の枝に掛

かっていたという伝説があ

り、三葉の落ち葉をお守

りとして持ち帰る参拝者

が多いそうです。

全国三千六百を数える

高野山真言宗寺院の総本

山である金剛峯寺で説明

を受けた後、奥ノ院へ。

樹齢千年に及ぶ杉木立

の中の２㎞の参道には戦

国武将や大名の墓碑も多く、歴史好きには興味津々

のスポットでした。

名物のごま豆腐をおみやげに、弘法大師御生誕

1250 年を迎えた高野山を後にしました。

朝来公民館

生馬っ子通学合宿

根本大塔

公民館から登校
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

 

使
用
促
進　

-
お
知
ら
せ-

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使

用
し
た
場
合
、
１
か
月
の
自
己

負
担
額
が
２
０
０
円
以
上
軽
減

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を
対

象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保

険
財
政
の
改
善
の
た
め
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
強
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
診
査
は

　
　
　

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

　
健
康
診
査
は
令
和
６
年
２
月

末
日
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち
の
方

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
自
身
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

〇
健
康
診
査

対 

75
歳
以
上
の
方
、
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
が
あ

り
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
ら

れ
た
方

検
査
項
目  

問
診
、
計
測
、
診
察
、

脂
質
、
肝
機
能
、
尿
、
腎
機
能
、

代
謝
系

実
施
場
所  

受
診
券
に
同
封
の

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ

れ
て
い
る
医
療
機
関

費 

無
料

〇
歯
科
健
康
診
査

※
対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受

診
券
等
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

対 

令
和
５
年
３
月
末
で
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上

の
被
保
険
者

検
査
項
目  

問
診
、
口
腔
内
検

査
、
口
腔
機
能
検
査

実
施
場
所  

受
診
券
に
同
封
の

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ

れ
て
い
る
医
療
機
関

費 

無
料

〇
受
診
券
等
の
紛
失
や
ご
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

-　放送大学入学生募集　-
　放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制
の大学です。働きながら大学を卒業したい、学びを楽しみ
たいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま 2024 年 4 月入学生を募集しています。くわしい
資料を送付致しますので、お気軽にお問い合わせください。

○募集学生の種類
- 教養学部 -
　科目履修生（6 ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（1 年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（4 年以上在学し、卒業を目指す）
- 大学院 -
　修士科目生（6 ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（1 年間在学し、希望する科目を履修）
○出願期間
　11 月 26 日～ 2024 年 2月 29 日，3月 1日～
　3月 12 日（インターネット出願も受け付けております）
○資料請求（無料）・お問い合わせ先
　放送大学和歌山学習センター
　〒 641-0051　和歌山市西高松一丁目 7-20
　℡ 073-431-0360
　放送大学ウェブサイト ( https://www.ouj.ac.jp)

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発行は行

えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い合わせくだ

さい。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47 － 0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 12 月 7 日・21 日㊍  19 時まで

場 役場特設窓口（正面玄関を入ってすぐ）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など
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全
国
の
令
和
４
年
の
総
出
火

件
数
は
、
約
三
万
六
千
四
百

件
で
、
う
ち
建
物
火
災
は
約

二
万
二
百
件
で
、
約
55
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
出
火
原
因
は
、第
１
位
が
「
た

ば
こ
」、
第
２
位
が
「
た
き
火
」、

第
３
位
が
「
こ
ん
ろ
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
か
ら
の
５
年
間
、

変
わ
ら
ず
出
火
原
因
の
上
位
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
い
の
ち
を
守
る
４
つ
の
習
慣

と
６
つ
の
対
策
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

《
４
つ
の
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
し
な
い
。

　
さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
、
火

　
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ
こ
り
を

　
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ

　
は
抜
く
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
10
月
分
）

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
匠
・
悠
花
里
）

（
輝
男
・
裕
美
）

（
孝
哉
）　
　
　

（
一
成
・
有
輝
実
）

（
健
司
・
ち
ひ
ろ
）

（
直
紀
・
陽
香
）

（
一
雅
・
実
由
紀
）

（
大
地
・
祥
奈
）

（
大
地
・
菜
穂
）

（
裕
・
有
沙
）　

南
紀
の
台

朝

来

生

馬

南
紀
の
台

南
紀
の
台

市
ノ
瀬

市
ノ
瀬

朝

来

朝

来

朝

来

村む
ら
た田

　
柑か
ん
な花

谷た
に
じ地

　
莉り
お緒

前ま
え
じ地
真し
ん
た
ろ
う

太
朗

尾お
ざ
き崎

　
未み
こ來

川か
わ
べ辺

　
蒼そ
う
し士

大お
お
が
い
と

垣
内
颯そ
う
た汰

岡お
か
ざ
き﨑

　
秋し
ゅ
う
ま磨

中な
か
ま
つ松

　
太た
ろ
う郎

山や
ま
ぐ
ち口

　
　
結ゆ
い

中な
か
に
し西

　
陽ひ
よ
り梨

市
ノ
瀬

朝

来

生

馬

朝

来

岩

崎

朝

来

朝

来

朝

来

朝

来

朝

来

朝

来

市
ノ
瀬

谷
本
サ
ヱ
子

中
井
　
　
宏

下
滝
　
秀
雄

大
嵜
　
雅
子

小
倉
　
雄
次

中
井
　
育
夫

榎
本

美
子

前
地
　
　
守

清
本
　
泰
弘

敷
矢
　
美
一

嵯
峨
　
鈴
枝

玉
置
　
政
男

99
歳

91
歳

89
歳

85
歳

88
歳

94
歳

83
歳

92
歳

77
歳

90
歳

82
歳

92
歳

前月比

総 数 15,720人 -6

男 性 7,524人 ±0

女 性 8,196人 -6

世帯数 7,522世帯 -4

上富田町の人口と世帯数
令和5年 10月末現在 大

野
　
剛
輝

深
見
　
奈
央

朝

来

朝

来

｛

髙
橋
　
　
穏

山
荘
め
ぐ
み

新
潟
県

市
ノ
瀬

｛

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

12
月
14
日
㊍

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
　 

企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

12
月
19
日
㊋

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

　
固
定
資
産
税
　
　  

（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
12
月
28
日
㊍

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

《
６
つ
の
対
策
》

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等

は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置

住
宅
防
火

　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　

10
の
ポ
イ
ン
ト

住
宅
火
災
の
予
防

田
辺
消
防
署

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

し
、使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え

て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）
は
、

局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
へ

田辺市消防本部
YouTube

公式チャンネル
ぜひご覧ください！
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広
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広
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発
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日本語字幕あり
映画当日、警報等が発表された時は、安全を優先するため、中止にする場合があります。その場合は、上富田町
ホームページでお知らせします。

入場
無料
（整理券不要）

主
演
・
天
海
祐
希 

現
代
日
本
が
抱
え
る
家
庭
の
お
金
の
問
題
に
、普
通
の
主
婦
が
立
ち
向
か
う
！

痛
快
！
お
金
の
コ
メ
デ
ィ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
！

日時：令和5年12月12日（火）
開場：18時30分　　上映：19時00分　　終演：21時00分（予定）

場所：上富田文化会館　文化ホール

©2021 映画『老後の資金がありません！』製作委員会

主　催：上富田町人権推進委員会　　問合せ：上富田町役場　総務課財政・管財班　　☎0739－47－0550

人
生
100
年
時
代
、老
後
資
金
に
2
０
０
０
万
円
が
必
要
!?

人
権
啓
発
映
画
会


